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　現在の複雑・多様化している児童生徒の心身の健康問題に関して，養護教諭にはますます積

極的な健康相談活動が求められている．このような中，養護教諭養成課程の学生は，養護実習

で保健室登校の児童生徒にかかわることが予想される．そこで，本研究では保健室登校等の児

童生徒に対して学生がどのようなイメージを持っているのか，また本県における実態と比較し

分析を行った．その結果，保健室登校等の児童生徒に対して学生が持つイメージは「性格・行

動」「他者との関係性」「学校環境」「家庭環境」に分類され，すべての学生は「性格・行動」

および「他者との関係性」の両方のネガティブ側をイメージしていることが明らかになった．

また保健室登校等を経験した学生は，圧倒的なネガティブイメージを持っている．さらに保健

室登校等の児童生徒数では実態と異なるイメージを学生は有している．学生による保健室登校

等の児童生徒へ効果的と思われる対応は，本県の調査結果と同じ傾向が見られた．
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目　　的

　近年，不登校やいじめをはじめとする心の健康や喫煙，性の逸脱行動など学校における児童

生徒の心身の健康問題はますます複雑・多様化してきたと言われている．日本学校保健会の保

健室利用状況調査（１９９６）によると，保健室に来室する児童生徒の中には，身体的な症状を訴

える一方で，交友関係や家庭の事情など内面的な問題を併せ持つ者も多いことが指摘されてい

る．このような状況の中，児童生徒に直接かかわっている養護教諭に対して，平成９年９月の

保健体育審議会の答申では，新たな役割として児童生徒の健康相談活動に積極的に取り組んで

行くことが求められている．

　さて，養護教諭を目指して入学してきた養護教諭養成課程の学生は，養護教諭免許状を取得する

ため養護実習にいくこととなる．当然，実習の中で心身の健康問題で保健室に来室する児童生徒，とり

わけ学校生活のほとんどを保健室で過ごす保健室登校の児童生徒とかかわることが予想される．

　そこで，本研究では保健室登校自体や保健室登校等を行っている児童生徒に対して，学生が

どのようなイメージを持っているのか，また，本県における実態（鹿児島県総合教育センター，
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２００２）と比較しながら分析することによって，今後の養護教諭養成課程のカリキュラム改善に

どのように反映させるかを検討するものである．

研究方法

１　調査対象

　短期大学の養護教諭養成課程の学生２年生３９人，１年生５３人の合計９２人である．

２　調査期日

　１年生は２００３年９月１１日，２年生は２００３年９月１２日の後期履修登録終了後，セミナー室に全

員を集めて，調査用紙を配布し，無記名・自己記入式で実施した．なお，１年生は健康相談活

動及び養護実習の科目をまだ受講していないため，「保健室登校」について説明した後，約２０

分時間を設けて調査した．２年生は１５分程度であった．  

　なお，保健室登校については，「常時保健室にいるか，特定の授業には出席できても，学校

にいる間は主として保健室にいる状態」を言い，また「等」を付けてあるのは，登校した児童

生徒が使用する部屋が，保健室だけに限らず教育相談室や図書館等もあるからと説明した．

３　調査項目

盧　フェイス項目

　学生が持つ保健室登校等へのイメージの有り様が，いかなる要因によって影響を受けるのか

を分析するために，本研究ではフェイス項目としていくつかの項目を設定した．

　項目としては，学年，養護実習経験の有無，保健室登校等の児童生徒と同じクラスになった経験の

有無およびその時期，本人の保健室登校等の経験の有無について設け，選択式で回答を求めた．

盪　保健室登校等の児童生徒に関する学生の意識

　保健室登校等の児童生徒に対してどのようなイメージをもっているか，また，本県の保健室

登校等の実態をどう捉えているか調査した．児童生徒のイメージについては，ブレインストー

ミングを用いて自由記入とした．保健室登校等の実態についての調査項目は，鹿児島県総合教

育センター（２００２）が実施した鹿児島県内の全ての公立小学校・中学校・高等学校における保

健室登校等の実態調査を参考に，３項目リストアップした．

結果および考察

１　フェイス項目の分析

盧　養護実習経験の有無

　学生のうち１年生５３人は，全員養護実習の経験がない．２年生３９人のうち，実習経験のある

学生が３６人，実習経験のない学生が３人であり，全体では経験のある学生８９人（９６．７％），経

験のない学生３人（３．３％）である．

盪　保健室登校等の児童生徒と同じクラスの経験の有無

　小学校から高等学校までに，保健室登校等をしている児童生徒と同じクラスになった経験が

あるかどうかについて，「ある」と回答した者は４１人（４４．６％），「ない」と回答した者は５１人
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（５５．４％）であり，Fig．１に示したとおりである．

蘯　保健室登校等の経験の有無

　学生自身が保健室登校等の経験があるかどうかについて，９２人のうち４人（４．３％）の学生

が経験があり，１年生は１人，２年生は３人であった．

２　保健室登校等の児童生徒に対するイメージ

　保健室登校等をしている児童生徒のイメージについて，思いつくものから順に１０列記しても

らった．そのイメージに対して，「暗い」「おとなしい」「寂しい」など本人の性格・行動特徴

を表したものを「性格・行動」，「友達がいない」「人と接するのが苦手」「いじめられている」

など他者との人間関係を表したものを「他者との関係性」，「家庭に事情がある」「家族とうま

くいかない」「家族関係が複雑」など家庭の状況を表したものを「家庭環境」，「授業について

いけない」「学校が楽しくない」「先生とうまくいかない」など学校生活を表したものを「学校

環境」という４つのカテゴリーによる分析の枠組みを設定した．

　このカテゴリーについては，筆者の他２人（児童生徒の心身の問題に精通した者および保健

室登校に関わった現職の養護教諭）が独立に判定し，３人のうち２人以上が「性格・行動」「他

者との関係性」「家庭環境」「学校環境」と判定したものである．分類結果についてはTable１

に示したとおりである．なお，Table１の左側から「養護実習の経験」，「保健室登校等の児童

生徒と同じクラスの経験」，「本人の保健室登校等の経験」と３つの経験の有無を記入してある．

また，イメージについては「性格・行動：Ａ」「他者との関係性：Ｂ」「家庭環境：Ｃ」「学校

環境：Ｄ」と略記してある．

　保健室登校等の児童生徒に対しては，まず学生９２人すべてが「暗い」「おとなしい」など「性

格・行動：Ａ」のネガティブ側，「友達がいない」「人と接するのが苦手」など「他者との関係

性：Ｂ」のネガティブ側の両方をイメージしている．その中で学生８８人は，保健室登校等の児童

生徒に会った経験がないのに，ネガティブな見方をしていることは注目すべきである．この保健室登校

イコールネガティブというステレオタイプはどこから生まれて来たのか，今後さらに検討が必要である．

　また，保健室登校等を経験したことがある学生４人について，４人は合計４０のイメージを列

記している．その中で３９が「性格・行動」「他者との関係性」「家庭環境」「学校環境」のいず

れかのネガティブなイメージであり，１つのみ「性格・行動」のポジティブなイメージをあげ

ている．すなわち，圧倒的なネガティブイメージである．これは本人自身が自己否定的な思い

から抜け出せず，現在でも保健室登校したというネガティブな自己を引きずって短大生活を

送っていることになる．
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経験有り 
４１人 

経験無し 
5１人 

Fig．１ 保健室登校等の児童生徒と同じクラスの経験
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Table １  保健室登校等の児童生徒に対するイメージ一覧

１年生（Ｎ=５３）　　性格・行動：Ａ　　他者との関係性：Ｂ　　家庭環境：Ｃ　　学校環境：Ｄ
イメージ１０イメージ９イメージ８イメージ７イメージ６イメージ５イメージ４イメージ３イメージ２イメージ１本人クラス実習

Ａ淋しいＡ辛いＣ親に分かって
ほしいＡ秘密を持って

いるＤ担任に気を
遣ってほしいＢ友達を欲しが

るＡ笑顔がみられ
ないＢ誰かに話を聴

いてほしいＡ悲しそうＡ暗い有有無

Ｂ人見知りがあ
るＡ悩みをたくさ

ん持つＡマイナス思考Ｃ家庭に事情あ
りＡ心配症Ｂ意見が言えな

いＡ貧血Ａ体が弱いＡ暗いＡおとなしい無有無

Ｂいじめられて
いるＤ勉強したくな

いＤ先生が嫌いＢ思っているこ
とを言えないＤ授業について

いけないＢ人と接するの
が苦手Ａ病弱ＡおとなしいＢクラスに入れ

ないＡ悩みがある無有無

Ａ淋しそうＡよく泣くＡ元気がないＡ情緒不安定Ｂいじめられて
いるＡ発達が遅いＡ弱いＡ幼いＡ暗いＡおとなしい無有無

　　　　　　　　　　　　Ｂ話しにくいＡ何かありそうＡ寂しいＡおとなしい無有無

Ａ何となく登校Ａ不良Ｂ友達ができに
くいＡつまらないＤ学校が楽しく

ないＡ無口Ｂいつも独りＡ元気がないＡ暗いＡ悩みがある無有無

Ｄ先生や大人を
嫌うＡ悪いことをし

ているＡヤンキーＡ怖いＢ人が嫌がるこ
とをするＢ人とかかわら

ないＡやさしいＡ根は素直Ｄ先生に注意さ
れやすいＤ校則を守らな

い無有無

ＡねくらＢ友達がいないＤ学校に居場所
なしＣ家に居場所な

しＣ親に不満Ａマイナス思考Ｄ担任に不満Ａ自己表現でき
ないＢいじめに遭うＣ家庭が複雑無有無

Ａ変わった興味
があるＢどこかで助け

を求めているＡ自分中心Ａ急に暴れるＡ独りが好きＡ心を隠してい
るＢ人と接するの

が苦手Ａ話が嫌いＡ落ち込んでい
るＡ暗い無有無

Ａどこかつまら
なそうＡ敏感Ａ臆病Ｂ本当はかまっ

てほしいＡあまりしゃべ
らないＡ謎な所があるＡ暗いＢ信頼できる友

達がいないＡ悩んでいるＡ自分の居場所
探し無有無

Ａ自信がないＢ人前が苦手Ａ真面目Ｂ人の後ろに
くっつくＡ積極性なしＡ存在感が薄いＣ家庭に事情あ

りＡねくらＡ変わっているＡ暗い無有無

Ｂ誰かに気付い
てほしいＡ悩みを抱えて

いるＡ静かな場所を
好むＡ運動が苦手Ａ本ばかり読ん

でいるＡ常に下を向い
ているＡ優柔不断Ａ自分で物事を

決められないＢ人と接するこ
とが苦手Ａ病弱無有無

Ａ口数が少なめＢ周りの人とう
ちとけにくいＡその子なりの

価値観があるＡ喜怒哀楽が少
ないＡ元気がないＢ助けを求めて

いるＢ
言いたいこと
を言えないで
いる

Ａ心を閉ざして
いるＡ困っているＡ悩みをかかえ

ている無有無

Ａ
自分と戦って
がんばってい
る

Ａ消極的Ａ勇気がないＡ心の傷をもっ
ているＡおびえているＡ暗いＡ内向的な性格Ａ本当は学校に

行きたくないＡ問題をかかえ
ているＡとにかく悩ん

でいる無有無

　　　　　　　　　　Ｃ家庭環境が複
雑Ａ暗いＡ悩みを一人で

抱えているＢ友達が少ないＡおとなしい無有無

　　　　Ｂ人に相談する
のが苦手Ａ心がやさしいＢ友達を作るの

が苦手Ｂ人と接するの
が苦手Ａ自由Ａ繊細な感じＢ教室にいきづ

らいＢいじめられて
いる無有無

Ａ精神的に弱いＡ悩みがいくつ
もあるＡ細いＡ女の子Ｃ離婚ＡウソをつくＡ暗いＢ相談できる人

がいないＢ友達がいないＡ寂しげ無有無

Ａ話せば明るいＡおとなしいＡ体が弱いＡかわいそうＢ人と接するこ
とが苦手Ａ何か得意分野

があるＤ勉強について
いけないＡ暗いＢいじめにあっ

ているＢ集団行動が苦
手無有無

Ａ下を向いて歩
くＡ自閉症ぎみＢ人に対して無

関心Ａ自分の殻にと
じこもるＢ人とうまくつ

きあえないＢいじめられた
過去があるＡ何か苦手なも

のがあるＢ人見知りをす
るＡ色白で病弱Ａもの静か無有無

Ｂ人との交わり
が下手ＡねくらＢ友達関係のも

つれＣ家庭内で問題
ありＡ思いこみが激

しいＢクラスになじ
めないＢいじめにあっ

ているＢ友達がいないＡ内気Ａおとなしい無有無

Ｂ頼まれたら断
れないＢ友達が少ないＢ悩みを相談で

きないＡかわいそうＡ苦しいＡつらいＡやさしいＡ自信がないＡ消極的Ａ悩みがある無有無

Ａ保健室にいて
当たり前Ａプライドがあ

るＡ自分を特別だ
と思っているＡわがままＡ自分の世界が

あるＡ自己中心的Ａ暗いＢいじめＡか弱いＡ悩みがある無有無

　　Ａ本当は良い子Ｃ家族とうまく
いかまいＣ家庭に事情あ

りＤ先生とうまく
いかないＢ人見知りするＢ友達とうまく

いかないＡ体が弱いＡ体調がすぐれ
ないＡ悩みがある無有無

Ａ自分の気持ち
がわからないＢ

心を開いた人
とは話しをす
る

Ａ部屋の中にい
るのが好きＢ一人でいるの

が好きＡ小さなことを
気にしすぎるＢ特定の人とし

か話をしないＢ集団の中にい
るのが苦手Ｂ

自分の気持ち
を話すのが苦
手

Ａ人のことを気
にしすぎるＡ消極的無無無

ＡおとなしいＡさびしがりやＡ自分に自信が
ないＢコミュニケー

ションが下手Ａ病弱Ｂあがり症Ａ心配症Ａ消極的Ａ恥ずかしがり
やＡ自分の意見を

言うのが苦手無無無

Ｂ友達がいないＢ自己主張でき
ないＢいじめの対象Ｂ接しにくいＡ悲しそうＡ近寄りがたいＡ発言が少ないＡ静かＡおしとやかＡ暗い無無無

Ａ漫画好きＡ病気ぎみＢ心を閉ざした
人Ｂ人見知りＡよく泣くＢ

生徒か先生に
いじめをうけ
た

Ｂ人間不信Ａ深い心の傷を
負っているＢ友達がいないＡ暗い無無無

Ａ体が弱いＡ持病を持って
いるＡ実は明るいＡ悩みがあるＡ自分のことが

分からないＤ先生とうまく
いかないＤ学校が嫌いＢいじめられた

ことがあるＢ人間関係が苦
手Ａおとなしい無無無

Ａ元気がないＡ難しいＡ暗いＡ葛藤しているＡ自分に負けるＢ
教室に入りた
くても入れな
い

Ｂ人間関係の問
題があるＡ辛いＡ苦しんでいるＡ悩んでいる無無無

Ａ学校が怖いＡ不安Ａ心細いＡ辛いＢ人が怖いＢうち解けるの
が苦手Ａ心の暗さ闇Ａ

どうしたんだ
ろうと不思議
な子

Ａ悩みがあるＢ教室にはいれ
ない無無無

Ａ几帳面Ａ女の子Ａ優秀ＡまじめＡ絵がうまいＢ自分から話さ
ないＡプライドが高

いＡ
本や絵など好
きなことがあ
る

Ａ一人っ子Ａおとなしい無無無

Ｂとけ込めないＢ人見知りＡ気が弱いＣ家庭が複雑Ｂきっかけがな
いＢ話が出来ないＡ悲しいＢいじめにあっ

ているＡ内向的Ａ苦しんでいる無無無

Ｂ人の顔色ばか
りうかがうＢ気持ちを伝え

にくいＡ打たれ弱いＡ内にこもるタ
イプＢ被害者意識が

強いＢ友人を作るの
が下手Ｃ過保護Ｃ親が甘いＢコミュニケー

ション不足Ａ意志薄弱無無無

　　　　Ａ悩みやすいＡ心が繊細Ａ怖がっているＡ病弱そうＡ普通に見えるＡおとなしそうＡ甘えているＡ可哀想無無無

　　Ａ
話してみると
とてもやさし
い

Ｂ
話しかけづら
い雰囲気があ
る

Ｂ壁を作ってし
まうＡ体が弱いＢいじめの対象

になっているＢ友達がいないＢ人と接するの
が苦手Ｂ

自分の意見を
あまり言えな
い

Ａおとなしい無無無

Ｂ友達が少ないＢ人に不信感を
抱いているＡ悩みやすいＢ本当は誰かと

話したいＤ
学校に行くの
を嫌がってい
ない

Ａ心が繊細Ｂ
相談できる人
が周りにいな
い

ＡおとなしいＡ消極的Ｂ
人とコミュニ
ケーションを
とるのが苦手

無無無

　　　　　　Ａあまり笑わな
いＡ表情を表に出

さないＢ
人に相談する
ことが苦手な
人

Ａ暗いＢあまりしゃべ
らないＡ内気Ａマイナス思考無無無
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イメージ１０イメージ９イメージ８イメージ７イメージ６イメージ５イメージ４イメージ３イメージ２イメージ１本人クラス実習

　　　　　　　　　　Ａ心の問題－苦
しさＢ虐待－暴力、

あざＣ家での問題－
不登校Ａ

問題をかかえ
る－暗い、辛
い

Ｂいじめ－涙、
悲しい無無無

　　　　　　　　Ａやる気がないＢ反抗期Ｂ人見知りＡおとなしいＢいじめ－泣くＡ暗い無無無

Ｂ人と違ったこ
とをするＤ先生に好かれ

るタイプＢ人にばかり求
めるＡ甘えているＢ

前にいじめら
れたことがあ
る

Ｂ人と接するの
が苦手Ｂ

自分の気持ち
を人に言えな
い

Ｂいじめられて
いるＡ自分中心Ａおとなしい無無無

Ａ
何を考えてい
るか分からな
い

Ｃ家庭環境に問
題があるＡ少し体が弱いＤ生徒より先生

と仲がよいＡあまり笑わな
いＢ口数が少ないＡ自分独自の世

界があるＢ友達が少ないＢ周りとうち解
けられないＡ暗い無無無

Ａ妄想Ａ深く考え込むＢ人を寄せ付け
ないＡ姿勢が悪いＢ人間嫌いＢ独りぼっちＢ友達がいないＡ自分の世界Ａ消極的Ａ暗い無無無

ＡさぼりＢ近寄りがたいＡ可哀想Ａ精神不安定Ｂ友達が少ないＡ少しだけ甘え
が入っているＢ

クラスでいじ
めにあってい
る

Ｃ家庭に事情が
あるＢコミュニケー

ションが下手Ａ暗い無無無

　　　　　　　　Ｄ学校が嫌いＡおとなしそうＡだるいＡ静かＡ暗いＢいじめ無無無

　　　　　　　　Ａ暗いＤ勉強嫌いＤ学校が嫌いＢ友人とうまく
いってないＡおとなしいＡつらそう無無無

　　　　Ａ性格が暗いＡ引っ込み思案Ｄ先生とあわな
いＣ家庭に問題が

ありそうＢ友達が少ないＤ学校が嫌いＢいじめられて
いるＡおとなしい無無無

Ａ寂しがりやＢ大人が嫌いＣ家庭で孤食を
しているＣ親からの愛情

不足Ａ精神的に繊細Ａ自分の主張が
出来ないＤ先生と相性が

悪いＢいじめを受け
ているＣ家庭に問題が

あるＡ心に不安を抱
えている無無無

Ａ
感情が爆発す
ると手がつけ
られない

Ａ色々自分の中
にため込むＡ弱いＡきっかけがな

いだけＡ本当は普通の
子Ａ暗いＢ

自分が被害者
だと思いこん
でいる

Ａ自分の意見が
言えないＢ人見知りＢ人の輪に入れ

ない無無無

Ｄ先生とうまく
いっていないＡ悩みを持って

いるＢいじめられて
いるＢからに閉じこ

もっているＢ周りに頼りす
ぎＡわがままな一

面Ａ暗いＢ接しようと努
力しないＡ静かＡおとなしい無無無

Ａちょっと人と
違うＡ何かに不安が

あるＤ学校が嫌いＡ淋しそうＡとてもナイー
ブＢいじめっ子Ａ心の病気を

持っているＢいじめられっ
子Ａ可哀想Ａ弱い無無無

Ｂ人と話すのが
嫌いＢ他人との協調

性がないＡ自分は特別だ
と思っているＡ病気だと言い

張るＢ
親しい友人を
作ろうとしな
い

Ｂ相談相手がい
ないＡ我慢強さに欠

けているＡ気が弱いＡ静かＡ内気無無無

Ａがんばってい
るＡ憂鬱Ｂ人が信用でき

ないＤ先生が嫌いＤ学校嫌いＢクラスに嫌い
な人がいるＤ勉強が嫌いＢいじめにあっ

ているＡおとなしめＢクラスに行き
たくない無無無

Ａ
行きたくても
体が受け付け
ない

Ｄ学校が嫌いＢ友達が少ないＢ陰でこそこそ
言われるＢクラスになじ

めないＢクラスの雰囲
気が嫌いＤ授業担当の先

生が嫌いＢ
クラスに仲の
良い友達がい
ない

Ｂ友達関係がう
まくいかないＢクラスで嫌な

ことがある無無無

２年生（Ｎ=３９）
イメージ１０イメージ９イメージ８イメージ７イメージ６イメージ５イメージ４イメージ３イメージ２イメージ１本人クラス実習

ＡまじめＡ思いを内に秘
めているＤ勉強が嫌い苦

手Ｂ心を開ける相
手が少ないＣ家族の問題が

あるＢいじめＢ交友関係が狭
いＡ内気Ａ優しい人Ａ傷つきやすい

性格無有有

Ａ笑顔がみられ
ないＡ不良っぽいＢ

周りの友達が
声をかけられ
ない

Ｂ誰にも話せな
い秘密があるＡ一人でいるこ

とが多いＡいつも下を向
いているＡ暗いＣ家族が複雑Ｂ教室に友達が

いないＢいじめに遭っ
ている無有有

Ａ反発Ａ精神障害Ａ淋しいＣ家族関係Ａ暗いＢ対人恐怖Ｂ実は人恋しいＡ独りぼっちＡ苦しいＡ悩んでいる有有有

Ａ
自分でもどう
していいか分
からない

Ａ未来に不安を
持っているＢ友達と顔を合

わせづらいＤ学校に行きた
くないＣ親と隔たりが

あるＢ友達関係で悩
んでいるＡ病弱ぎみＢ人となじめな

いＡおとなしいＡ悩みがある無有有

　　　　Ａマイナス思考Ｂ人と接するの
が苦手Ｂ愛情を求めて

いるＡ優しいＡよく考えすぎ
るＡ暗そうＡ辛いＡ悩みをもって

いる無有有

　　　　　　Ａ自己管理がで
きないＣ家庭に問題が

あるＢ友達作りがう
まくできないＡ自己主張が強

すぎるＡ生活習慣が少
しずれているＢ友達とうまく

いかないＡ自己表現がう
まくいかない無有有

　　　　　　　　　　ＢなじめないＢいじめにあっ
ているＡ口数が少ないＡ悩んでいるＡ暗い無有有

　　　　　　　　　　　　　　Ｂ悪口を言うＡ自己中心的Ａ明るい無有有

ＡしゃべらないＡすぐ泣くＡ自分の気持ち
を言えないＡ暗いＡマイナス思考Ａ悩みがあるＢいじめられて

いるＣ家族関係が複
雑Ｂ友達がいないＡおとなしい無有有

　　　　Ａスポーツが苦
手Ｄ勉強が苦手Ａ心に傷をもっ

ているＢ友達がいないＡ暗いＢ協調性がないＣ家庭内に問題Ｂいじめにあっ
てる無有無

　　　　Ａマンガが好きＡゲームが好きＡ寂しがり屋Ａマイナス思考Ｄ
先生とコミュ
ニケーション
がとれない

Ａ身体的訴えが
多いＢ友達が少ないＡ心に問題があ

る無有有

Ｃ
親とのコミュ
ニケーション
問題

ＢいじめＡ胃がすぐ痛く
なるＡ泣くＡ自分を語らな

いＡよく休むＡ暗いＡ表情が暗いＡ無口Ａ物静か無有有

　　　　Ｂ
他人との関わ
りがあまりな
い

Ａ情緒不安定Ａ笑顔がないＤ
担任とのコ
ミュニケー
ション不足

Ｂ
クラスの雰囲
気になじめな
い

Ｃ家庭での出来
事ありＢ

コミュニケー
ションの取り
方が下手

Ｂいじめ無有有

　　　　　　　　　　　　Ａ無口であるＡ甘えがあるＢ人見知りするＢ集団が苦手有有有

Ａ寂しいＢうらやましそ
うに人を見るＢ集団の場では

静かＡ逃げるように
歩くＤ学校は嫌な場

所Ａどこか上の空Ｂ人と目をあわ
さないＡ暗くなりがちＢあまり話さな

いＡ嫌なことから
逃げる有有有

Ａ寂しがり屋Ｂ友達作りが苦
手Ａ内向的Ｃ家庭環境に問

題Ａ優しい心を
持ってるＡ傷つきやすいＡ弱いＡ甘えん坊Ａ寂しさＡ心の傷無有有

　　　　　　　　Ｃ家庭に問題あ
りＤ勉強が苦手Ｄ学校に興味が

ないＡ病弱Ｂ話をするのが
苦手Ｂ友人関係が苦

手無有有

　　　　　　　　　　　　Ａ狭く深いＡ引きこもりＢ人目を気にす
るＡ内気無有有

　　　　　　　　　　　　　　Ｂ集団が苦手Ａ何か辛いこと
がありそうＡ頑張って学校

に来ている無無有

　　　　　　　　ＡおとなしいＢいじめＡ内気な性格Ｂ人間関係がう
まくないＢクラスになじ

めないＣ家庭に問題無無有



　学生９２人が列記したイメージは合計８０４で，その内訳は「性格・行動」４７１件（５８．６％），「他

者との関係性」２４４件（３０．３％），「学校環境」４８件（６．０％），「家庭環境」４１件（５．１％）であっ

た．（Fig．２参照 ）保健室登校等をしている児童生徒のイメージは，「性格・行動」（５８．６％）と

「他者との関係性」（３０．３％）を合わせて，ほとんどの学生が本人自身の持っている問題であ

るとする見方をしていることになる．

　実際，養護コースに入学してきた学生は，養護教諭になるための養護実習をする場合，また

は養護教諭として勤務する場合，心身に健康問題を持つ児童生徒の支援を直接行っていく立場

にある．このような立場にある学生が，保健室登校等をしている児童生徒に対して最初からネ

ガティブなイメージを持つことは，児童生徒の姿を「あるがままに」受けとめ，問題解決への

支援に当たる立場として支障をきたすことが予想される．すなわち，保健室登校等をしている

児童生徒側から見た場合，自分にとって養護教諭は信頼関係を結べない存在と見なされること

になる．
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イメージ１０イメージ９イメージ８イメージ７イメージ６イメージ５イメージ４イメージ３イメージ２イメージ１本人クラス実習

Ｂ異性が苦手Ａ騒ぐことが苦
手Ｂ人前が苦手Ａうるさいこと

が嫌いＡ泣きやすいＡ気分が悪くな
りやすいＡ優しいＢ会話が苦手Ａ暗いＡおとなしい無無無

Ａ弱そうＡ活動的でないＡ反論しないＣ家での生活が
気になるＡ何をしてるん

だろうＡあまり発言し
ないＢ一人でいるこ

とが多いＡ暗いＡ寂しそうＡ物静か無無有

Ａ
規則正しい生
活をしていな
い

Ｃ親がしっかり
していないＢ友達が少ないＡやせているＡ泣き虫Ａ優しいＡ怠け者Ａ気が小さいＡ体が弱いＡおとなしい無無有

　　　　　　　　Ｄ勉強について
いけないＢ友達がいないＤ学校が嫌いＢみんなに分

かってほしいＡ悩みがあるＢ教室に行きに
くい無無有

Ｂ友達とうまく
いかないＢクラスに嫌い

な人がいるＡスポーツが苦
手Ａ物静かＡ暗いＣ家庭でうまく

いかないＤ先生とうまく
いかないＤ勉強について

いけないＢいじめられて
いるＢクラスになじ

めない無無有

Ａ内向的Ａ本が好きＡやせているＡ色が白いＡ悩みを抱えて
いるＢクラスになじ

めないＡ優しいＡ病気がちＡ静かＡおとなしい無無有

Ｃ家庭に問題あ
りＡ心が不安定Ａ不安ありＢ人間関係作り

が下手Ｂ友達に困って
いるＤ学校が嫌いＡ思い悩んでい

るＡ心が病んでい
るＡわがままＡ気が弱い無無有

　　ＢいじめＡ運動不足Ｂ社会的接触が
少ないＢ友達が少ないＤ成績不振Ａ不良っぽいＡ暗いＣ家庭環境が複

雑Ａおとなしい無無有

Ａ繊細ＡおとなしいＡ暗いＡ明るいＡかわりものＡナイーブＡ優しいＡ悩みＡ弱いＢいじめ無無有

　　Ｃ家庭でも楽し
くないＡいつも一人Ｂ周りをみないＡ閉じこもって

るＢあまり話さな
いＢ協調性がないＡ今が楽しくな

さそうＢ友達がいないＡ暗い無無有

Ａ自分の考えを
持っているＡ悩んでいるＡ甘えているＢ頼っているＢ独りぼっちＢ協調性がないＡ自分勝手Ａ暗いＡ弱いＡ淋しそう有無有

　　　　　　　　　　　　Ａ小さなことを
気にするＡ繊細Ｂ人付き合いが

苦手Ａ悩みがある無無無

　　　　　　　　　　　　Ｂおもしろくし
てくれるＡ汗をよくかくＡ優しい人Ａ体格が太り気

味無無有

　　　　　　ＡわがままＡまとまりがな
いＡ消極的Ｂ友達がいないＡ弱い立場Ｂクラスになじ

まないＢいじめられて
いる無無有

　　　　Ｂ友人の悩みあ
りＢ特定の人との

み話すＡ保健室に人が
くると隠れるＡ登下校の時間

がばらばらＡ原因のわから
ない腹痛Ａ内気Ｂ特定の人と合

わないＢ人と目をあわ
せられない無無有

　　Ｂクラスになじ
めないＤ

養護教諭の手
伝いをしてい
る

Ａ一人で何かし
てるＢ人と交流がな

いＡあまり笑わな
いＡ無口であるＡ暗いＡおとなしいＡ静か無無有

Ｄ授業が嫌いＤ担任とあわな
いＢ

クラスに会い
たくない人が
いる

Ｃ家庭に問題Ｂ何か話したい
ことがあるＡ淋しいＢ仲のよい友達

がいないＢクラスにとけ
込めないＢいじめられて

いるＡ悩みがある無無有

　　　　　　Ｂ集団行動が苦
手Ａ純粋Ａ意志が強いＡ恥ずかしがり

屋Ａ心配性Ａ物静かＢ意見を言えな
い無無有

Ａ涙Ａ苦しんでいるＤ学力Ｂコミュニケー
ションが苦手Ｂ悩みを相談し

ないＡ無口Ｂ交友関係Ｃ家庭環境が悪
いＡ内気Ｂいじめ無無有

Fig．２  保健室登校等の児童生徒に対するイメージ
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３　保健室登校等の実態と学生の意識の比較　　 

盧 保健室登校等の児童生徒数

　Table1・Fig．２で明らかなように，学生たちは保健室登校等の児童生徒に対して画一的なス

テレオタイプのイメージを持っている．そのイメージは，実態と大きく食い違うことも予想さ

れる．本研究では，鹿児島県総合教育センター調査（２００２）および日本学校保健会調査（１９９６）

と比較することで，養護学生の持っているイメージを確認したい． 

　現在，鹿児島県内の全ての公立小・中・高等学校において，保健室登校等の児童生徒の人数

が多いと思われる校種に１位から３位の順位を付けてもらった．その結果は，Table２に示し

たとおりである．小・中・高等学校の順位については，６通りの組み合わせしかなく，１／６の確

率で当たってもいいはずである．しかし，５人（５．６％）のみ正解であり，Fig．３から分かるよ

うに本県および全国の実態とは異なるイメージを明らかに有している．

盪 保健室登校等の児童生徒が在籍している学校

　同じく，鹿児島県内の全ての公立小・中・高等学校において，保健室登校等の児童生徒が在

籍している学校の割合（各校種の全学校数に対する保健室登校等がある学校の比率）が高いと

思われる校種に１位から３位の順位を付けてもらった．その結果は，Table３に示したとおり

である．保健室登校等の児童生徒数と同じく，５人（５．６％）のみ正解であり，Fig．４ からも分

かるように本県および全国における保健室登校等の実態とは異なるイメージを持っている．

　なお，本県は小学校５９６校，中学校２７３校，高校８２校の学校があり（２００２．４），特に小・中学
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Table 2  保健室登校等の児童生徒数が多い校種順

合計２年１年学生の判断
７１６小学校＞中学校＞高校
１０１小学校＞高校＞中学校
５０２４２６中学校＞小学校＞高校
５０５中学校＞高校＞小学校
２３９１４高校＞小学校＞中学校
４３１高校＞中学校＞小学校

Fig．３  保健室登校等の児童生徒数が多い校種順

学
生
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判
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校の離島・へき地の学校数が多く，この学校数そのものを把握していなかったことも正解が少

なかった一因と思われる．しかし，これだけではないので，今後さらに検討が必要である．

４　保健室登校等の児童生徒への効果的な対応と学生の意識の比較

　保健室登校等の児童生徒への対応で，効果的であると思われるものを１位から５位の順番に

記入してもらった．５位までの対応をすべてまとめると，Table ４およびFig．５ のような結果

が得られた．学生によって効果的な対応と思われるものをみると，「⑭保護者と十分に連携し

ながら対応する」，「⑧保健室等へ友達が行けるように配慮する」，「⑪具体的な対応方針を全職

員が共通理解して対応する」，「⑨担任や養護教諭が教育相談を行う」の順に上位を占めている．

　本県の調査で実際，効果的であったと思われる対応は「⑭保護者と十分に連携しながら対応

する」，「④登校は，当該児童生徒の登校できる時間帯を認める」，「⑦保健室等では，出来るだ

け本人の計画で過ごさせ，職員は見守るようにする」，「⑧保健室等へ友達が行けるように配慮

する」の順である．

　学生の意識と実際の効果的な対応で一番異なるものは「④登校は，当該児童生徒の登校でき

る時間帯を認めた」であり，学生は９位に，実際の学校現場では２位にあげている．このこと

は，学生にとって保健室登校等の児童生徒を学校における「場所」のみのイメージでとらえて

おり，登校時間のずれという「時間」のイメージは学生に希薄だったと思われる．
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Fig．４  保健室登校等の児童生徒が在籍している学校割合の校種順
0

小学校＞中学校＞高校 

小学校＞高校＞中学校 

中学校＞小学校＞高校 

中学校＞高校＞小学校 

高校＞小学校＞中学校 

高校＞中学校＞小学校 

←全国の実態と一致 

←本県の実態と一致 

10 20 30 40 50（人） 

学
生
の
判
断 

合計２年１年学生の判断
１３４９小学校＞中学校＞高校
１０１小学校＞高校＞中学校
４０１７２３中学校＞小学校＞高校
５０５中学校＞高校＞小学校
２６１２１４高校＞小学校＞中学校
５４１高校＞中学校＞小学校

Table ３ 保健室登校等の児童生徒が在籍している学校割合の校種順



　また，保健室登校等の児童生徒への対応で，学生によって効果的な対応と思われる上位３位

までをまとめると，Fig．６ のような結果が得られた．「⑭保護者と十分に連携しながら対応す

る」，「⑧保健室等へ友達が行けるように配慮する」，「⑪具体的な対応方針を全職員が共通理解

して対応する」，「⑦保健室等では，出来るだけ本人の計画で過ごさせ，職員は見守るようにす

る」が上位を占め，本県の調査結果と同じ傾向が見られた．養護教諭を目指す学生が推測する

効果的な対応と学校現場の養護教諭や担任が効果的であったと考える対応について，差がない

ことは驚くべきことである．すなわち，保健室登校やその児童生徒のイメージをきちんと持て

ない学生と日々かかわっている学校での対応が同じであることは，養護教諭自身も保健室登校

の児童生徒への対応を迷いながら実践していることが推測される．事実，筆者（有村，１９９９）

の先行研究では，養護教諭が保健室登校の児童生徒への対応で困ったことは，「保健室でどの
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（人数）Table ４  保健室登校等の児童生徒への効果的な対応

本県合計５位４位３位２位１位効　果　的　な　対　応

１位７７１２１２１３２５１５⑭保護者と十分に連携しながら対応する

４５７４１２１５１７９⑧保健室等へ友だちが行けるように配慮する

５５２１２５１５６１４⑪具体的な対応方針を全職員が共通理解して対応する

６４５５１４１０７９⑨担任や養護教諭が教育相談を行う

３４４１２５１２８７⑦保健室等では，できるだけ本人の計画で過ごさせ，職員は見守るようにする

８４０１０８７６９⑩心の教室相談員やスクールカウンセラーが教育相談を行う

１１３７５６８５１３②朝，できるかぎり本人が自分で学校に来るように促す

７３７１６１１５３２⑥保健室等では，課題を与えて学習させる

２１９３７２３４④登校は，当該児童生徒の登校できる時間帯を認める

１２１６２３１３７①朝，教師や児童生徒が迎えに行く

１３１２３２２４１⑤できるだけ教室に入るように促す

９９４１１３０⑬総合教育センター，児童総合相談センター，医療機関等専門機関と連携しながら対応する

１０８２４０１１⑫主としてかかわる教師等を決めて対応する

１４７２２１１１③学校の始業時刻を守るように指導する

Fig．５  保健室登校等の児童生徒への効果的な対応

80 70 60 50 40 30 20 10 0（人） 

⑭保護者と十分に連携しながら対応する 
⑧保健室等へ友だちが行けるようにする 
⑪対応方針を全職員が共通理解する 
⑨担任や養護教諭が教育相談を行う 
⑦できるだけ本人の計画で過ごさせる 
⑩相談員やカウンセラーが教育相談を行う 
⑥保健室等で課題を与えて学習させる 
②自分で学校に来るように促す 
④児童生徒の登校できる時間帯を認める 
①教師や児童生徒が迎えに行く 
⑤できるだけ教室に入るように促す 
⑬専門機関と連携しながら対応する 
⑫主としてかかわる教師を決めて対応する 
③学校の始業時刻を守るように指導する 



ように過ごさせればいいのか分からなかった」，「他の子どもに保健室登校をどう説明してよい

のか分からなかった」，「保健室登校の子どもの心がつかめず，どう関わればよいのか分からな

かった」が上位を占めている．また，数見（２００３）は，養護教諭を対象にした保健室登校生へ

の支援等に関する研究で，保健室での過ごさせ方は発達段階における検討が必要であること，

保健室登校やその生徒に対する担任や他教師の無理解があることを養護教諭が感じていること

を指摘している．

まとめ

　本研究で得られた結果を要約すると，以下のようになる．

１）保健室登校等の児童生徒に対するイメージでは，学生９２人すべてが「暗い」「おとなしい」

など本人の「性格・行動」のネガティブ側，「友達がいない」「人と接するのが苦手」など「他

者との関係性」のネガティブ側の両方をイメージしている．

２）保健室登校等を経験したことがある学生４人について，４人は合計４０のイメージを列記し

ている中で３９が「性格・行動」，「他者との関係性」，「家庭環境」，「学校環境」のうちいずれか

のネガティブなイメージであり，１つのみ「性格・行動」のポジティブなイメージをあげている．

３）学生９２人が列記したイメージは，「性格・行動」４７１件（５８．６％），「他者との関係性」２４４

件（３０．３％），「学校環境」４８件（６．０％），「家庭環境」４１件（５．１％）である．

４）保健室登校等の児童生徒数が多い校種順では，５人（５．６％）のみ正解であり，本県およ

び全国の保健室登校とは異なるイメージを有している．

５）保健室登校等の児童生徒が在籍している学校割合の高い校種順でも，５人（５．６％）のみ

正解であり，本県および全国の保健室登校等の実態とは異なるイメージを持っている．

６）学生による保健室登校等の児童生徒へ効果的な対応と思われる上位５位までは，「⑭保護

者と十分に連携しながら対応する」，「⑧保健室等へ友達が行けるように配慮する」，「⑪具体的

な対応方針を全職員が共通理解して対応する」，「⑨担任や養護教諭が教育相談を行う」の順で

ある．学生の意識と本県の調査結果で一番異なるものは，「④登校は，当該児童生徒の登校で
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Fig．６  保健室登校等の児童生徒への効果的な対応（上位３位）

3位 

2位 

1位 

60 50 40 30 20 10

⑭保護者と十分に連携しながら対応する 

⑧保健室等へ友だちが行けるようにする 

⑪対応方針を全職員が共通理解する 

⑦できるだけ本人の計画で過ごさせる 

⑨担任や養護教諭が教育相談を行う 

②自分で学校に来るように促す 

⑩相談員やカウンセラーが教育相談を行う 

0（人） 



きる時間帯を認めた」である．

７）学生による保健室登校等の児童生徒へ効果的な対応と思われる上位３位までは，本県の調

査結果と同じ傾向であった．

　本研究は，学生が保健室登校等をしている児童生徒に対してどのようなイメージを持ってい

るか，また，本県の保健室登校等の実態をどう捉えているかを分析したものである．結果に示

されたように，学生が保健室登校等の児童生徒に対して持っているイメージは非常にステレオ

タイプなものであり，その一貫した傾向は極めてネガティブな価値意識を持っており，また実

態とは異なるイメージを持っていることが明らかになった．

　これらのステレオタイプのイメージを基に学生は，保健室登校等の児童生徒を援助・支援す

ることになる．したがって，これらの学生が持っているイメージをどう修正できるかが鍵とな

る．そのため今後は保健室登校の児童生徒とふれあう機会を設けたり，ボランティアに参加し

たりするなどの実体験の場を増やし，さらに，「健康相談活動」などの講義でロールプレイや

グループエンカウンターを組み入れたり，日常生活でピアヘルピング（仲間同士の助け，助け

られ関係）を体験したりすることが必要と考える．
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